
 

 
ごみ減量化・資源化に関するアンケート（案） 

 

 

本アンケートは、以下のいずれかの方法でご回答いただけます。 

① QR コードを読み取ってオンラインでご回答いただく方法 

② 紙のアンケート用紙に該当する項目に〇を付けてご回答いただく方法 

ご回答は、7 月 31 日（金）までにオンラインでご入力いただくか、郵送の場合は必着でお送りく

ださいますよう、お願いいたします。 

なお、紙でご回答いただく場合は、同封の返信用封筒に入れて、切手を貼らずにご返送ください。 

 

   マーク：このマークのついた質問には、別紙の「依頼文」に関連する参考情報が記載されて

います。ご確認の上ご回答くださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

問 1. 年齢について教えてください。（該当するもの１つに○） 

1. 18～29 歳 

2. 30～39 歳 

3. 40～49 歳 

4. 50～59 歳 

5. 60～69 歳 

6. 70 歳以上 

 

問 2．お住まいの町について教えてください。（該当するもの１つに○） 

1．加古川町 2．神野町 3．新神野 4．西条山手 5．山手 6．野口町 7．平岡町 8．尾上町 

9．別府町 10．八幡町 11．平荘町 12．上荘町 13．東神吉町 14．西神吉町 15．米田町  

16．志方町 

 

問 3．世帯構成について教えてください。（該当するもの１つに○） 

1. 単身 

2. ２人世帯 

3. ３人世帯 

4. ４人世帯 

5. ５人世帯以上 

 

QR 

▼オンラインによる回答はこちらから 
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問 4．あなたの現在のご職業を教えてください。（最も当てはまるもの１つに○） 

1. 会社員（公務員含む） 

2. 自営業 

3. 自由業 

4. 専業主婦・主夫 

5. 学生 

6. 無職（求職中を含む） 

7. その他 

 

問 5．現在お住まいの住宅の種類を教えてください。（該当するもの１つに○） 

1. 戸建て住宅 

2. アパート・マンション 

3. 店舗・事務所等併用住宅 

4. その他 

 

問 6．本市の「資源物」と「ごみ」の分別方法について知っていますか。 

（該当するもの１つに○） 

1. よく知っている 

2. ある程度知っている 

3. あまり知らない 

4. まったく知らない 

 

問 7．本市の「資源物」と「ごみ」の分別方法に関する情報は何から得ていますか。 

（該当するものすべてに○） 

1. 加古川市の冊子『家庭から出る「資源物」と「ごみ」分別の手引き』 

2. ごみ・資源物収集日程表 

3. 加古川市のホームページ 

4. 粗大ごみ受付センター 

5. 広報かこがわ 

6. 町内会・自治会の回覧板 

7. ごみ集積所・ごみステーションの看板や掲示板 

8. どこからも得ていない 

 

問 8．「リデュース」という言葉を知っていますか。（該当するもの１つに〇） 

1. 言葉の意味を知っていて、実践したことがある 

2. 言葉の意味を知っているが、実践したことはない 

3. 言葉を聞いたことはあるが、意味は知らなかった 

4. 知らなかった  
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問 9．「リユース」という言葉を知っていますか。（該当するもの１つに〇） 

1. 言葉の意味を知っていて、実践したことがある 

2. 言葉の意味を知っているが、実践したことはない 

3. 言葉を聞いたことはあるが、意味は知らなかった  

4. 知らなかった  

 

問 10．「リサイクル」という言葉を知っていますか。（該当するもの１つに〇） 

1. 言葉の意味を知っていて、実践したことがある 

2. 言葉の意味を知っているが、実践したことはない 

3. 言葉を聞いたことはあるが、意味は知らなかった 

4. 知らなかった  

 

問 11．「フードドライブ」という言葉を知っていますか。 

（該当するもの１つに〇） 

１．言葉の意味を知っていて、食品を提供したことがある 

２．言葉の意味を知っているが、食品を提供したことはない 

３．言葉を聞いたことはあるが、意味は知らなかった 

４．知らなかった 

 

問 12．「食品ロス」という言葉を知っていますか。（該当するもの１つに〇） 

１．言葉の意味を知っている、または食べ残しの持ち帰り等に対応した店を知っている  

２．言葉を聞いたことはあるが、意味は知らなかった 

３．知らなかった 

 

問 13．「てまえどり」運動という言葉を知っていますか。 

（該当するもの１つに〇） 

１．言葉の意味を知っていて、実践している 

２．言葉の意味を知っているが、実践していない 

３．言葉を聞いたことはあるが、意味は知らなかった 

４．知らなかった 

 

問 14．本市では使用済み食用油をＳＡＦ（持続可能な航空燃料）へ再利用するため、市内３か所（加

古川市役所・加古川西公民館・東加古川公民館）で使用済み食用油の回収ボックスを設置していま

す。今まで回収ボックスを利用したことはありますか。（該当するもの１つに〇） 

1. 回収ボックスがあることを知っており利用したことがある、今後利用しようと思う 

2. 回収ボックスがあることは知っているが、利用しようとは思わない 

3. 今回のアンケートで回収ボックスがあることを知って、利用しようと思う 

4. 今回のアンケートで回収ボックスがあることを知ったが、利用しようとは思わない 
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問 15．問 14 で２または４を選んだ方にお尋ねします。利用しようとは思わない理由は何ですか。 

（該当するものすべてに○） 

1. 回収ボックスの設置場所が自宅から遠いため 

2. 利用方法が分からないため 

3. 使用済み食用油をペットボトルに移すのが手間なため 

4. 油をあまり使用しないため 

5. その他 

 

問 16. モバイルバッテリーやスマートフォン、ハンディファンなどのリチウムイオン電池製品の廃棄

方法を知っていますか。適切に廃棄していますか？（該当するもの１つに〇） 

１. 廃棄方法を知っており、適切に廃棄している。 

２. 廃棄方法を知っているが、適切に廃棄していない。 

３. 廃棄方法を知らなかったが、今後は適切に廃棄したい。 

４. 廃棄方法は知らなかったが、今後も適切に廃棄するつもりがない。 

５. その他 

 

問 17. 本市では燃やさないごみの中にリチウムイオン電池が混ざっていたことによる火災が発生して

います。分別が徹底されていない理由として、どのようなことが考えられますか。（該当するも

のすべてに〇） 

1. リチウムイオン電池を取り外すのが面倒だから 

2. 製品にリチウムイオン電池が入っているか分からないから 

3. 市の資源物回収日が少ないから 

4. 回収場所が遠いから 

5. 市からの危険性・分別方法についての周知が不足しているから 

6. 市民のごみ分別への関心が十分に浸透していないから  

7. その他  

 

問 18．「プラスチック資源循環促進法」について知っていますか。 

（該当するもの 1 つに○） 

1. よく知っている。興味を持っている 

2. 聞いたことはあるが、内容はよく知らない 

3. 知らなかった。内容について詳しく知りたい 

4. 知らなかった。あまり興味がない 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケートｐ．4】 



 

 

 

問 19．コンビニや飲食店では、紙製や植物由来のストローの導入、リサイクル可能な包装材の使用、 

使い捨てプラスチック製品の廃止、再利用可能な製品の導入が進められています。 

ホテルでも使い捨てプラスチックアメニティの廃止、再利用可能なカップやボトルの導入など

様々な企業でプラスチックごみ削減に向けた取組が始まっています。 

これについてどう思いますか。（該当するもの 1 つに○） 

1. 知っており、協力したい 

2. 知っているが、あまり興味がない 

3. 知らなかったが、機会があれば協力したい 

4. 知らなかった 

 

問 20．あなたのご家庭で、日頃からプラスチックごみの減量やリサイクルで心がけていることは何

ですか。（該当するものすべてに○） 

1. レジ袋はできるだけもらわない 

2. 不要なスプーン・ストロー等の使い捨てプラスチック製品は受け取らないようにしている 

3. お店での過剰な包装や緩衝材は断る 

4. 買い物にはマイバッグや、飲み物はマイボトルを持って外出するようにしている 

5. リサイクル材を使用した商品や、詰め替え商品を選ぶようにしている 

6. プラスチック製ではない商品を選ぶ（購入する等）ようにしている 

7. リユースショップ（リサイクルショップ）やフリーマーケットを利用している 

8. 特になし 

9. その他（自由記述） 

 

 

 

 

 

問 21．あなたのご家庭で、ペットボトル以外のプラスチックを、燃やすごみ以外の方法で出すことは

ありますか。（該当するものすべてに○） 

1. 食品トレイやパックは、スーパーマーケット等の店頭回収ボックスに出す 

2. 購入元（例：クリーニング店、弁当宅配業者、食材宅配業者など）が回収してくれる 

3. すべて燃やすごみの日に出している 

4. その他（具体的に記入） 
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問 22．プラスチックごみを「資源物」として分別収集・リサイクルするとした場合、あなたの考える

メリット
．．．．

は何ですか。（該当するものすべてに○） 

1. ごみ減量につながる 

2. 二酸化炭素などの温室効果ガスの削減につながる 

3. 市民のリサイクル意識のさらなる向上につながる 

4. 環境にやさしい施策である 

5. 他自治体に遅れず環境対策を進められる 

6. メリットはない 

7. その他（具体的に記入） 

 

 

 

 

 

問 23．プラスチックごみを「資源物」として分別収集・リサイクルするとした場合、あなたの考える

デメリット
．．．．．

は何ですか。（該当するものすべてに○） 

1. 燃やすごみ（生ごみ等）として出す方が楽であり、今以上のごみ分別は負担（仕分けの手間、ごみ

を出す時の袋代、ごみ出し回数の増など）がかかる。 

2. プラスチックごみに付着している汚れ等を取り除くために、手間も水道代もかかる 

3. プラスチックごみを保管する場所がなく、かさばって邪魔になる 

4. 市及び市民にとってコスト※がかかる（高い）※関連参照 

5. 分別方法が分からないため混乱する 

6. デメリットはない 

7. その他（具体的に記入） 

 

 

 

 

 

問 24. プラスチックごみを分別収集するとした場合、様々な分別方法が考えられますが、面倒だと感

じるものはありますか？ 

（該当するものすべてに○） 

1. 食品が付着したプラスチック容器の洗浄 

※分別の際は、付着した食品等を取り除く（水洗い等）必要があります 

2. 袋や包装が多いプラスチック製品の分別 

3. 異素材（例：ゴム、プラスチック、金属の部品で作られたボールペン等※）の分別 ※関連参照 

4. その他（具体的に記入） 
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問 25. プラスチックごみを分別収集するとした場合、回収はどの程度の頻度を希望されますか？ 

（該当するもの 1 つに○） 

1. 週２回（燃やすごみと同頻度） 

2. 週 1 回 

3. 月２回（紙類、剪定枝・草と同頻度） 

4. 月１回（燃やさないごみ、かん等の資源物と同頻度） 

5. 分別回収は必要ない 

6. その他（具体的に記入） 

                                                

 

 

 

 

 

問 26．プラスチックごみを分別収集・リサイクルするとした場合、他市の事例を参考にすると、プラ

スチックごみの選別・再商品化に必要な施設を整備した上で、収集・運搬、選別、再商品化するに

は、毎年、相当の費用（数億円規模）がかかることが予想されます。このことについて、あなたは

どのようにお考えですか？ 

1. 市民の負担が増えるのであれば、プラスチックごみの分別収集はしない方がいい 

2. 市民の負担が増えてでも、プラスチックごみの分別収集は行うべき 

3. 分からない 

4. その他（具体的に記入） 

 

 

 

 

 

問 27．プラスチック分別回収にかかわらず、ごみ減量に関するご意見やご提案があればご記入くださ

い。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

お忙しい中、アンケート調査にご協力いただきありがとうございました。 
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